
A530 アイジンガー・プラネタリウム
Eise Eisinga Planetarium

プラネタリウムの歴史 天文館5階

■展示品のねらい
オランダ北部のフラーネカーに18世紀に作られた天井オーラ
リー（惑星儀）があります。
  現存する最古のプラネタリウム「アイジンガー・プラネタリ
ウム」です。展示室の中央に、その実寸大レプリカを展示し
ました。また、その真下に各部の名称を日本語訳した図を配
置しました。当時の最先端の天文知識を機械仕掛けで再現し
、現在もオランダで動き続けているアイジンガー・プラネタ
リウムは、多くの人に天文学の正しい知識を示すという目的
において、現在のプラネタリウム施設の祖先にあたります。

■知識プラスワン

  「プラネタリウム」という名前は、惑星という意味の「プラ
ネット」と、何かに関わる場所という意味の「アリウム」と
いう言葉が合体したものです。意訳すると「プラネタリウム
」は惑星を見る場所という意味になります。アイジンガー・
プラネタリウムは、現存し、かつ稼働している最古のプラネ
タリウムです。
  1774年5月8日の明け方の東空に水星、金星、火星、木星、
月が一度に見えるという珍しい現象がありました。当時、す
でに惑星や月の位置は正確に算出できたので、確率的に珍し
くはあっても、それが別の何かを引き起こすような特別な現
象ではないことはわかっていたのですが、一般大衆にはまだ
そのような知識がありませんでした。この現象で世界が終わ
るという偽りの新聞記事が書かれ、人々は不安におののきま
した。当時30才のアイゼ・アイジンガーは、人々に正しい宇
宙の知識を伝える必要があると感じました。彼は羊毛すきを
仕事としていて決して裕福ではなく、小学校しか出ていませ
んでしたが、独学で数学の書物を書いたりしていました。彼
は自分の出来る事として、分かりやすい太陽系の模型を作り
、宇宙の正しい知識を解説しようと考えたのです。
  構想から7年。ついに彼は自宅の居間の天井に太陽を中心に
水星から土星までが毎日正しい位置に表示されるという模型
を作り上げました。淡々とその日の惑星たちの位置を示し続
けるのです。そしてそれを惑星を見る場所・「プラネタリウ
ム」と名付けたのです。彼は町の人々を自宅の居間に招き、
惑星の日々の動きを見せました。たとえ、惑星の見える方向
が偶然集結しても、それは年月とともに普通に起こりうるこ
とで、決して世の中の終わりなどにはつながらないことを示
したのです。

  そして、200年以上たった現在も、アイジンガー・プラネタ
リウムは動き続けています。

写真：アイジンガー・プラネタリウムの内部
      アイジンガー・プラネタリウムの建物の外観
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